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はじめに 

 

東日本大震災からまもなく６年の歳月が経過します。また、４月には、震度７を２回記

録した熊本県を中心とする大規模な地震災害により、多くの方が被災されました。さらに、

10 月には、鳥取県中部でも地震が発生し、これらの被災地では、今も復興に向けた懸命な

努力が続けられています。 

一方、本県において大きな被害をもたらした紀伊半島大水害から６年を迎えます。風水

害は、平成２８年年だけでも６月には九州を中心に、８月には東北・北海道を中心に甚大

な被害をもたらすなど、年々その様相を変えながら厳しさを増しております。 

あらゆる災害に備えるためには、自らの安全は自ら守る「自助」、自らの地域は皆で守る

「共助」、行政及び防災関係機関が担う「公助」の理念に基づいて、県民の皆さん、自主防

災組織、事業者、市町、県、防災関係機関がそれぞれの役割を果たしていくことが必要です。 

近い将来、南海トラフ地震による甚大な被害が想定されている三重県にとっては、災害

への備えが非日常的な特別な活動ではなく、日々の生活と一体となった当たり前の活動と

なること、すなわち「防災の日常化」を意識しながら、備えを進めていく必要があります。

日頃から災害に対する十分な備えを実践して、防災・減災に向けた活動が日々の生活と一

体となった「防災の日常化」を実現させましょう。 

この事例集は、「みえ地震対策の日シンポジウム」において表彰された、平成２８年度「み

えの防災大賞」受賞団体の、特色ある自主的な防災活動を皆さんにご紹介するために作成

しました。これらの活動を参考に、県民の皆さんがお住まいの地域に合った防災活動に取

り組み、災害に強い三重を一緒につくっていきましょう。 
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平成２８年１２月１０日（土）に伊賀市あやま文化センターで開催した「みえ地震対策

の日シンポジウム」で、平成２８年度「みえの防災大賞」表彰式が行われました。 
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